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『中期経営計画』の修正『中期経営計画』の修正

当社グループは、

　　　　　　　『中期経営計画』　の　数値目標
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を見直しました。

売上高　　９３０億円

営業利益　 ７０億円

営業利益率　　７.５％

経常利益　 ６５億円

当期純利益４０億円

［当初・数値目標］

売上高　　 ８５０億円売上高　　 ８５０億円

営業利益　　４５億円営業利益　　４５億円

営業利益率 ５.３％営業利益率 ５.３％

経常利益　　４５億円経常利益　　４５億円

当期純利益　２７億円当期純利益　２７億円

【修正後・数値目標】
≪２００９年３月期≫
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『計画』修正の背景『計画』修正の背景((１１))

（１）　人口減（出生率低下）　・　少子高齢化

（２）　国内総需要は伸びない　⇒　グローバル化

（３）　川下デフレ　　⇒　市場競争激化

（４）　安全志向の高まり
　　　　　⇒品質保証・安全への投資　⇒安全コストの増加

（５）　ライフスタイルの変化
　　　　　⇒成長ｶﾃｺﾞﾘｰを見極めた高付加価値製品の開発

計画・策定時の事業環境
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『計画』修正の背景『計画』修正の背景((２２))

（Ａ）　原油価格の高騰
　　　　　⇒原材料価格　および　エネルギーコスト　の上昇

（Ｂ）　鋼材価格の上昇による設備投資への影響

（Ｃ）　為替の変化
　　　　　⇒当初計画時　ＵＳ＄＝￥１１０
　　　　　　　　　　　　　　→　現状　ＵＳ＄＝￥１２０

＜事業環境＞の大きな変化

◇コスト面　－　川上インフレの進行　川上インフレの進行　　－　
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『計画』修正の背景『計画』修正の背景((３３))

（Ｄ）　＜国内マーケット＞
　　　☆激化する市場競争
　　　　●容易でない、『既存商品』の実績拡大　
　　　　　⇒｢新規需要創造｣のための施策実行！
　　　　
　　　　●『新商品』の市場への浸透と定着！
　　　　　

（Ｅ）　＜海外マーケット＞
　　　　●各エリア（市場）のニーズにマッチした
　　　　　｢営業展開｣と｢技術サービス｣で、基盤を強化！

◇市場面

［
ポ
イ
ン
ト
］
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『『計画・修正案』策定の骨子計画・修正案』策定の骨子

＜１＞国内マーケットの拡大国内マーケットの拡大
　◇［既存商品］用途開発・メニュー提案　⇒　｢新規需要の創造｣｢新規需要の創造｣
　◇差別化された［新商品］開発　　　 　　 ⇒　｢新市場の創出｣｢新市場の創出｣　　

＜２＞海外戦略の積極展開海外戦略の積極展開
　◇生産拠点の拡充(能力拡大)　　　　　　　　　　　　　将来への将来への

　◇グローバルワイドでの開発力強化　　　　　　　　　　 基盤強化基盤強化　　
　◇販売強化を目指す重点エリア（市場）の選択　

『事業環境』『事業環境』の変化に対応した施策の徹底推進！

【基軸となる重点テーマ】
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『『計画・修正案』策定の骨子計画・修正案』策定の骨子

　　　将来の
　　［収益基盤強化］［収益基盤強化］のために

　　　［事業単位］［事業単位］の中での

　　　［選択と集中］［選択と集中］を

　　　更に推し進める。

これに則り、｢売上高・収益計画｣を修正対応した。
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修正項目修正項目

◇事業環境の変化に対応して、

［１－１］　上乗せ上乗せ　　売上高・目標の修正

　　　◇　３年間で、＋１４０億円　を目標　

　　　　
　　　　　　新商品１１０億円　　＋　　既存商品３０億円　＝　１４０億円
　　
　　　　　　　　

　　　　　　　　＋６０億円　へ修正＋６０億円　へ修正
　　　
　　　　　新商品６５億円　　＋　　既存商品△５億円　＝　　６０億円

［
当
初
目
標
］

［
修
正
目
標
］
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修正項目修正項目

［１－２］　新商品開発計画・上市計画の見直し
単位：億円

（初年度の計画達成率は、47.5％）

セ グ メ ン ト 当 初 計 画 修 正 計 画

加 工 食 品 用 原 料

食 品 用 改 良 剤 1 5 .0 1 5 .0

計 1 1 0 .0 6 5 .0

5 3 .0 2 3 .0

1 6 .0 1 5 .0

2 3 .0

家 庭 用 食 品

業 務 用 食 品

3 .0 1 .0

1 1 .0

化 成 品
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修正項目修正項目

［２］　国内外ともに上昇する原材料価格への対応

◇◇『パーム油』『パーム油』のの高騰高騰
　　２００７年５月現在　２００７年５月現在　2,4002,400ＲＭＲＭ//ｔｔ

　　　　　　⇒　前年比５０％ＵＰ　・　当初計画時比6060％ＵＰ！％ＵＰ！

◇その他のキー原料キー原料も軒並みＵＰＵＰ
　　　　●●植物油、乳糖、グルテン　等

　　　　　　

●　『コストリダクション』　・　『製品値上げ』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　での対応をすべく、鋭意取組中！

●原材料費・対売上高比率　当初見込みより２２..５ポイントＵＰ！５ポイントＵＰ！
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修正項目修正項目

［３］　『設備投資計画』を見直し

◇建設資材（鋼材）価格の上昇
　　　　　　　　　⇒　『設備投資計画』に影響。

　　●リケビタ・マレーシアの『設備増強計画』
　　　　　　　⇒当初予定額２２億円
　　　　　　　　　　　　　　　⇒修正予定額３５億円へ

◇　設備投資額
　・２００７年３月期実績　36億円
　・２００７年４月　～　２００９年３月（２年間）で100億円程度を見込む。
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修正修正後後の　『計画』　の概要（１）の　『計画』　の概要（１）

◇２００９年３月期　２００９年３月期　＜修正目標＞＜修正目標＞

≪セグメント別　売上高≫≪セグメント別　売上高≫

食品事業　　　　 ７８７億円　　　

化成品事業　　　　７５億円

ビタミン・その他事業　６８億円

合計　　　　　　　　　　 ９３０億円

＜修正前＞

７１９億円

６８億円

　６３億円

８５０億円

＜修正後＞

≪国内外別　売上高≫

国　　内　　　　　　７８５億円

海　　外　　　　　　１４５億円

７０５億円

１４５億円
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修正修正後後の　『計画』　の概要（２）の　『計画』　の概要（２）

◇　２００９年３月期　２００９年３月期　＜修正目標＞＜修正目標＞◇

≪コア事業別　売上高≫

海藻事業 160億円

ドレッシング事業 160億円

調味料・エキス事業　160億円

改良剤事業　　　　 　265億円

＜修正前＞

１５５億円

１３０億円

１４０億円

２６５億円

　＜修正後＞

≪コア以外の事業　売上高≫

その他事業　　　　　185億円 160億円
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当社の今後の事業戦略　当社の今後の事業戦略　

国内マーケットの拡大国内マーケットの拡大

◇［既存商品］　［既存商品］　
　　　　用途開発・メニュー提案　　　⇒　　『新規需要の創造』『新規需要の創造』

◇差別化された［新商品］［新商品］開発　⇒　『新市場の創出』『新市場の創出』
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当社の今後の事業戦略　当社の今後の事業戦略　国内戦略（１）国内戦略（１）

　　　

　　　　 　　●　●　海藻トップメーカーとして、リーダーシップの発揮！海藻トップメーカーとして、リーダーシップの発揮！

　　　　　　●　カットわかめ　－　中国大連工場の稼動活用

　　　　　　●　冷凍わかめのラインナップの充実

　　　　　　●　海藻付加価値商品のラインナップ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

　　

　　　　●　　『ノンオイル』ブランドの更なる定着！『ノンオイル』ブランドの更なる定着！

　　　　●　『メニューＰＲ』　を　ＴＶで強化　『メニューＰＲ』　を　ＴＶで強化　（青じそ焼き）（青じそ焼き）　　　　

海藻関連商材海藻関連商材

ドレッシング関連製品ドレッシング関連製品
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当社の今後の事業戦略　当社の今後の事業戦略　国内戦略（２）国内戦略（２）

　　　　

　　　　　●　『『ガイモンポークエキスガイモンポークエキス』』　　の活用

　　　　　　　　●　新規市場への参入　

　　　　　　　　●　顧客ニーズの掘起し

　　　　　　　　　（外食チェーンへ　積極的なアプローチ）

　　　

　　　　　　　　●　ユーザーニーズに対応した

　　　　　　　　　　　　　　新製品開発・新用途開発

　　　　　　　　●　提案営業の強化推進　（アプリケーションセンター）
　

調味料・エキス事業調味料・エキス事業

改良剤事業改良剤事業
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当社の今後の事業戦略　当社の今後の事業戦略　

　　　　　　海　外　戦　略海　外　戦　略

『川中・川下市場』川中・川下市場』へのへの

　　　　　　　　　　　　本格展開！本格展開！
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当社の今後の事業戦略　当社の今後の事業戦略　海外戦略＜海外戦略＜11＞＞

＜Ⅰ＞　生産拠点の拡充（能力拡大）生産拠点の拡充（能力拡大）

　　　

　　　　　⇒高機能蒸留ラインの新設

　　　　　　　　●　総生産能力　3万ｔ/年　→　4.1万ｔ/年

　　　　　　　　●　完成　　２００８年　春　

　　　

　　　　　　⇒化成品製剤工場の新増設

　　　　

　　　　　　　⇒カットわかめ・一貫生産ライン

リケビタ・マレーシアリケビタ・マレーシア

天津理研天津理研

大連理研大連理研
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当社の今後の事業戦略　当社の今後の事業戦略　海外戦略＜２＞海外戦略＜２＞

＜Ⅱ＞　販売力の強化

　　　　

　　　　　　⇒◎米国における川下市場への拡大◎米国における川下市場への拡大

　 　　　　　　◎新市場の開拓（拡販）◎新市場の開拓（拡販）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　●東欧・ロシア・ウクライナ市場　　●東欧・ロシア・ウクライナ市場　　　●カナダ・メキシコ市場

　　　　　

　　　　　　⇒◎中国国内　新製剤市場の開拓◎中国国内　新製剤市場の開拓

　　　　　　　 ◎冷食添加剤、麺用改良剤の市場拡大◎冷食添加剤、麺用改良剤の市場拡大

　　　　　　　 ◎新興国への拡販◎新興国への拡販

　　　　　　　　　　　　　　　　　　●インド・パキスタン市場　　　●中近東市場●インド・パキスタン市場　　　●中近東市場

欧州・米国市場欧州・米国市場

アジア・オセアニア市場アジア・オセアニア市場
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当社の今後の事業戦略　当社の今後の事業戦略　海外戦略＜３＞海外戦略＜３＞

＜Ⅲ＞　開発力の強化開発力の強化

　　　

　　　　　⇒川中・川下市場に適した製品開発川中・川下市場に適した製品開発

　　　

　　　　

　　　　　⇒化成品部門の新設と加工食品部門の強化化成品部門の新設と加工食品部門の強化

　　☆グローバルワイドでの開発力強化！☆グローバルワイドでの開発力強化！

シンガポール・新アプリケーションセンターシンガポール・新アプリケーションセンター

天津・アプリケーションセンター天津・アプリケーションセンター
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お問い合せ先

経営企画部
毛塚、相原まで
ＴＥＬ　5275-5835

この資料には、当社の現在の計画や業績見通しなどが含まこの資料には、当社の現在の計画や業績見通しなどが含ま
れております。それら将来の計画や予想数値などは、現在入れております。それら将来の計画や予想数値などは、現在入
手可能な情報をもとに、当社が計画・予測したものであります。手可能な情報をもとに、当社が計画・予測したものであります。
実際の業績などは、今後の様々な条件・要素によりこの計画実際の業績などは、今後の様々な条件・要素によりこの計画
などとは異なる場合があり、この資料はその実現を確約したり、などとは異なる場合があり、この資料はその実現を確約したり、
保証するものではございません。保証するものではございません。

｢事業戦略｣の一つ一つを着実に実施
することにより、『修正・中期経営計画』
の目標達成を目指してまいります。
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